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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント： 

  

本研究では、反応場分離触媒を主題に、メタン反応のための固体触媒化学と触媒技術を広く展開する

ことを目的とした。それには理論解析、反応場 in-situ分析、ゼオライト反応場デザイン、錯体触媒等

の専門家が連携することで、触媒高機能化、反応機構解明、触媒反応の低温化、触媒安定化などの諸課

題に対応した。反応場分離触媒の主課題である炭素拡散金属膜触媒研究では、メタン分解で生じた炭素

が金属膜を透過することを実証し、メタンの水素と炭素の分離が実現し、さらにその透過分離した炭素

は他の小分子との反応で分子変換することも達成し、基盤部分の検証を終えている。更なる発展のため

の要素技術である水素化カップリング触媒も独自に得ており、今後のハイブリッド化に期待が持てる。

一方、In触媒や NiP触媒はメタンの選択的二量化に高い触媒性能を示すことを見出し、反応下で液体状

態の In触媒については理論計算と反応場 in-situ分析により、触媒表面から離脱した Inダイマーが活

性種でメタンを二量化する機構が見出され、生成する水素は液体 In へ反応分離すると結論している。

この成果を基に In 金属を分離機能性担体に担持し、水素分離能を付与することで触媒性能の向上を図

っている。同様に、分離機能性担体のモルデナイトの細孔場が微量ドープされたロジウム金属の作用に

より共存するコバルト種を酸化条件でもナノ金属粒子として安定化し、メタンの酸化的リフォーミング

に極めて良好な触媒となることを見出した。 

以上のように反応場分離触媒の主題を徹底的に追求し、特徴ある成果を出したことは高く評価できる。

それぞれに横展開、縦展開の可能性を持っており、更なる発展を期待する。同時に結実した成果を積極

的に産学連携・知財化へ検討していただきたい。 
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